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【目的】 
 スポーツ選手における下肢関節疾患のリハビリテーションでは，日常生活ではなく競技に復帰するこ
とが理学療法のゴールとなる。そのため，必要な筋力は日常生活に必要なそれよりもはるかに強い筋力
が求められる。競技復帰に必要な筋力を測定するには，等速性運動が可能な多機能筋機能測定器など高
価な機器を用いられることが多い。しかし，どの施設にも設置されているわけではなく制約も多いため
汎用性に欠ける。そこで本研究では，片脚スクワットの反復回数により筋力を推定できるかを検討する
ことを考案した。片脚スクワットは，①道具を必要とせず，②どこでも実施可能であり，高さが規定さ
れた台とは異なり③身長の影響も受けづらい。将来的に，膝関節疾患を抱えたスポーツ選手の競技復帰
の基準として片脚スクワットを活用できるようにすることを目的に，本研究は，健常者を対象として片
脚スクワット動作と下肢筋力およびパフォーマンスとの関係を検証した。 
【方法】 
 対象は，健常男性 9名（19～20歳）とした。過去 1年から現在に至るまで腰痛など体幹・下肢に関
する受診をした者，実験条件で疼痛が生じる者，既往歴が実験条件に危険および影響を及ぼすと判断さ
れる者は除外した。本研究は，聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得て行った（承認番号
16082）。スクワットは，片脚となり立脚側と対側の手により壁等でバランスをとった。片脚によるスク
ワットで下肢を屈曲する程度は対側の膝関節が床に接触するところまでとし，3秒間に 1回の早さで繰
り返して最大回数を測定した。その際，勢いや反動を付けないこと，バランスが崩れたりリズムについ
て行けなければ中断にすること，反復回数は 20回を最大にすることとした。筋力測定は，膝関節伸展
および屈曲筋力を測定し，得られた数値を体重で除して代表値とした。垂直跳びは 2回測定し最大値を
代表値とした。  
【結果】 
 片脚スクワットの反復回数は，9名中 8名が 20回であった。1名のみ 8回であった。膝伸展筋力は，
20回反復できた 8名と 8回だった 1名で，それぞれ中央値 315.0（265.1～341.8）％，237％ だった。
膝屈曲筋力は，それぞれ中央値 151.7（120.7～198.6）％，138.2％だった。垂直跳びは，それぞれ中央
値 59.9（49.5～70.5）cm，45.2cmであった。 
【考察】 
 膝伸展筋力と垂直跳びにおいて，片脚スクワットが 8回であった者は，20回できた 8名の最小値よ
りも低く，膝屈曲筋力は 20回できた 8名の中央値よりも低かった。片脚スクワットを反復できない者
は，反復できる者よりも膝伸展筋力と垂直跳びが低い可能性が示唆された。今回の調査では，片脚スク
ワットを 20回できる者がほとんどであり，それ以下の症例数が少なく，統計学的な検討ができていな
い。対象者数を増やし片脚スクワットにより下肢筋力をどの程度反映しているのか，パフォーマンスと
関係しているのか検証を進める予定である。その結果をまとめ理学療法関連学会に発表を計画している。 
